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「もっと地元の人に知ってほしい」

 と熱く話す 飯澤 文夫  さん

尾尾お

さ

た

け

お

さ

た

け

佐
竹
佐
竹　　

猛猛
た
け
き

た
け
き

郷
土
の
偉
人

志
賀
町
出
身
の
大
審
院
判
事
・
歴
史
学
者

九
月
八
日 
い
こ
い
の
村
能
登
半
島
で
、

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
調
査
員
の

飯
澤 

文
夫 

さ
ん
に
よ
る

「
尾
佐
竹 

猛
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

『 志
し か さ ら し

賀瑣羅誌 』
右・謄写版（志賀町文化財）

左・活字復刻版　題字は猛の長男、徇
となう

氏

『 髙濱町開祖之碑・碑文 』
　高浜町の起こりが記されている。



広報しか
2019.10

5

　

大
審
院
判
事
（
最
高
裁
判
所
判
事
）

（
最
高
裁
判
所
判
事
）

　　

尾
佐
竹
猛
は
明
治

　

尾
佐
竹
猛
は
明
治
1313

年
に
生
ま
れ
、

年
に
生
ま
れ
、

明
治
明
治
1919

年
４
月
、
羽
咋
郡
大
念
寺
新
小

年
４
月
、
羽
咋
郡
大
念
寺
新
小

学
校
（
明
治

学
校
（
明
治
2222

年
高
浜
小
学
校
と
改
称
）

年
高
浜
小
学
校
と
改
称
）

に
入
学
、
そ
れ
か
ら
明
治

に
入
学
、
そ
れ
か
ら
明
治
2929

年
明
治
法

年
明
治
法

律
学
校
（
現
・
明
治
大
学
）
に
入
学
す

律
学
校
（
現
・
明
治
大
学
）
に
入
学
す

る
ま
で
、
高
浜
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

る
ま
で
、
高
浜
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

明
治
法
律
学
校
は
首
席
で
卒
業
、
明

　

明
治
法
律
学
校
は
首
席
で
卒
業
、
明

治治
3232

年
に
、
判
事
検
事
登
用
試
験
（
現

年
に
、
判
事
検
事
登
用
試
験
（
現

在
の
司
法
試
験
）
に
最
年
少
で
合
格
し
、

在
の
司
法
試
験
）
に
最
年
少
で
合
格
し
、

東
京
控
訴
院
判
事
か
ら
、
大
正

東
京
控
訴
院
判
事
か
ら
、
大
正
1313

年
に
年
に

は
大
審
院
判
事
（
現
在
の
最
高
裁
判
所

は
大
審
院
判
事
（
現
在
の
最
高
裁
判
所

判
事
）
ま
で
務
め
ま
し
た
。

判
事
）
ま
で
務
め
ま
し
た
。

　

13
歳
で
志
賀
の
郷
土
史

　

『
志し

か

さ

ら

し

賀
瑣
羅
誌
』
を
編
さ
ん

　

猛
は
小
学
生
時
代
に
、
郷
土
史
に
興

味
を
持
ち
は
じ
め
ま
す
。
精
力
的
に
当

地
を
歩
き
廻
り
資
料
を
集
め
、
ま
た
関

係
図
書
を
ひ
も
と
き
、
郷
土
史
『
志し

賀か

瑣さ

羅ら

誌し

』
を
ま
と
め
ま
す
。
明
治
26

年

に
初
稿
を
脱
稿
、
上
京
し
た
後
も
夏
季

休
暇
で
帰
省
し
た
際
に
は
増
補
改
訂

し
、
明
治
41

年
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま

す
。
明
治
26

年
と
い
え
ば
猛
は
13

歳
、

参
考
図
書
と
さ
れ
て
い
る
書
物
一
覧
を

み
れ
ば
、
そ
れ
を
読
み
解
い
た
と
い
う

だ
け
で
天
才
的
素
質
を
持
っ
て
い
た
人

物
と
い
え
ま
す
。
こ
の
本
は
、
ガ
リ
版

刷
り
で
、
現
存
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の

が
、
わ
ず
か
２
部
、
ま
た
そ
の
記
さ
れ

て
い
る
内
容
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
か

ら
、
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
濱
町
開
祖
之
碑
、
由
緒

　

文
を
記
す

　

猛
が
残
し
た
も
の
で
現
在
町
に
残
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
「
髙
濱
町
開
祖

之
碑
」
に
記
さ
れ
た
高
浜
町
の
由
緒
文

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
高
浜
出
身
の

高
瀬
清
太
郎
が
故
郷
を
思
い
、
そ
の
い

わ
れ
を
記
し
た
も
の
を
形
に
し
た
い
と
、

大
正
９
年
、
当
地
出
身
で
活
躍
し
て
い

町立図書館所蔵の尾佐竹猛の著作

尾
佐
竹
関
連
の
写
真
は
す
べ
て
昭
和
45

年
発
行
の

『
志
賀
瑣
羅
誌
』
活
字
復
刻
版
よ
り
転
載

後列中央が猛、左に弟、前列右２人目から父、母、妹

「尾佐竹猛」に関する図書は志賀町立

図書館にたくさん所蔵しています。

郷土コーナーをぜひご覧ください。

る
猛
に
そ
の
碑
文
を
頼
ん
だ
も
の
で
す
。

　

大
正
10

年
に
建
立
さ
れ
た
碑
は
当
時

高
浜
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
川
尻

の
高
千
代
公
園
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
は
、
町
の
名
勝
、
弁
天
島
が

一
望
で
き
ま
す
。
（
上
の
写
真
）

　

戦
前
、
高
浜
町
で
は
、
郷
里
の
先
人

と
し
て
の
信
望
が
あ
つ
く
、
「
上
京
し

て
困
っ
た
時
は
尾
佐
竹
さ
ん
を
訪
ね
れ

ば
良
い
」
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令
和

を
迎
え
た
現
在
、
残
念
な
が
ら
そ
の
名

を
知
る
人
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
こ
れ
を
機
会
に
「
尾
佐
竹
猛
」

に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

【尾佐竹  猛   略歴】

明治13年　尾佐竹 保の長男として誕生
明治19年　大念寺新小学校入学
明治26年　志賀郷の地誌をまとめる
　　　　　　※後の『志賀瑣羅誌』
明治29年　明治法律学校入学
明治32年　判事検事登用試験合格
明治35年　福井地方裁判所判事
明治38年　東京区裁判所判事
明治41年　『志賀瑣羅誌』発行
大正 ９ 年　高瀬清太郎から「髙濱町開祖之碑」の
　　　　　  碑文を依頼され作成（翌年建立）
大正13年　大審院判事となる
　　　　　  吉野作造らと「明治文化研究会」創立
昭和 ３ 年　法学博士となる
昭和21年　急性肺炎のため逝去、享年66歳

郷土の偉人　尾佐竹　猛

志賀町出身の大審院判事・歴史学者
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問企画財政課 ふるさと創生室
　☎32-9301

その 24

地域公共交通だより

【運賃補助実験の背景】

　北鉄能登バス㈱の運行する富来急行線と富来線

は複数市町にまたがる路線バスであり、特に高校

生の通学に利用されるなど、この幹線を維持する

ことは重要です。

　しかし、年々利用が減少しており、町で負担し

ている路線維持のための補助が増え、その維持が

難しくなってきています。

【運賃補助実験の概要】

　この路線で特に利用の少ない昼間の利用者を増

やすため、富来地域と志賀地域間の移動に対して

運賃補助の実験を実施します。利用者が増えれば、

町で負担している補助が減り、路線の維持に繋が

ります。

　実施内容は、８時台から15時台までに出発す

る便の富来バスターミナルから高浜バスターミナ

ル間の区間乗車券を、大人１枚370円で販売しま

す。乗車券の販売および利用は10月１日から令

和２年３月31日までです。

富来急行線と富来線の運賃補助実験の実施

「しかばす」と特急バスとの接続について

　志賀町コミュニティバス「しかばす」のまちな

か循環線里山ルートは、北鉄奥能登バス㈱の運行

する「輪島特急線」と「珠洲宇出津特急線」とが

接続しています。「しかばす」と特急バスを乗り

継いで金沢まで往復できますので、移動手段の一

つとしてご利用ください。

※詳しくは９月に配布した総合時刻表をご覧ください。

【特急バスとの接続】

高浜　→　金沢 金沢　→　高浜

高浜バス
ターミナル 西山パーキング 金沢駅西口 金沢駅西口 西山パーキング 高浜バス

ターミナル

輪島特急線
7:25 7:39（着） 7:51（発） 9:07

14:15 15:25（着） 15:42（発） 15:54
8:45 8:59（着） 9:06（発） 10:22

珠洲宇出津
特急線 8:45 8:59（着） 9:07（発） 10:19 16:00 17:06（着） 17:27（発） 17:39

しかばす 特急バス 特急バス しかばす→ →


